
日

本

０

０

韓

国

（
Ｐ
Ｋ
４

３
）

ポ
ル
ト

ガ
ル

３

０

静

岡

き
の
う
の
結
果

▽
最
終
順
位

①

Ｕ
｜

日
本
代
表

勝
ち
点
８
②
Ｕ
｜

ポ
ル
ト
ガ
ル
代
表

同
６
③
Ｕ
｜

韓
国

代
表

同
４
④
静
岡

ユ

ス

同
０
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ｂ
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ｂ
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ｂ
ｂ
ｂ

ａ

最
終
日

第

回
Ｓ
Ｂ
Ｓ
杯
国
際

ユ

ス
サ

カ

（
日
本

サ

カ

協
会

県
サ

カ

協
会

静
岡
新
聞
社

・
静
岡
放
送
主
催

エ
コ

パ
ハ
ウ
ス
共
催
）
は

日

エ
コ
パ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
最

終
戦
を
行

た

Ｕ
｜

（

歳
以
下
）
日
本
代
表

が
Ｐ
Ｋ
戦
で
Ｕ
｜

韓
国

代
表
を
下
し

３
連
勝

勝
ち
点
８
と
し

２
年
ぶ

り
の
栄
冠
に
輝
い
た

静

岡
ユ

ス
は
Ｕ
｜

ポ
ル

ト
ガ
ル
代
表
に
３
点
を
奪

わ
れ

３
連
敗
に
終
わ

た

勝
ち
点
６
の
ポ
ル
ト

ガ
ル
が
２
位

ぎ
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ートを放つ＝エコパスタジアム

サ

カ

王
国
で
育

た

若
き
精
鋭
た
ち
が

世
界
レ

ベ
ル
を
肌
で
感
じ
た

「
海

外
の
チ

ム
に
は
ス
ピ

ド

と
パ
ワ

が
あ

た
」

１

歳
上
の
チ

ム
を
相
手
に
３

連
敗
に
終
わ
り

静
岡
ユ

ス
の
川
口
監
督
は
力
の
差
を

認
め
た

ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
最
終

戦

途
中
ま
で
必
死
に
食
い

下
が
り

互
角
の
戦
い
を
見

せ
た

前
半

に
梅
村
の

ボ

ル
奪
取
か
ら
決
定
機
を

演
出

前
半
ロ
ス
タ
イ
ム
に

も
縦
パ
ス
を
通
し

加
賀
美

が
惜
し
い
シ

ト
を
放

た
終
盤
に
地
力
の
差
が
出
た

が

「
今
ま
で
で
一
番
良
い

試
合
だ

た
」
と
川
口
監
督

力
を
出
し
切

た
か
ら
こ

そ

世
界
と
の
差
も
は

き

り
と
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き

た
「
１
年
後
に
は
こ
の
レ
ベ

ル
に
対
抗
で
き
な
く
て
は
い

け
な
い

こ
の
仲
間
を
大
切

に

自

を
磨
き
続
け
て
ほ

し
い
」

川
口
監
督
は
試
合

後

県
内
の
高
校
や
Ｊ
ク
ラ

ブ
の
育
成
組
織
に
所
属
す
る

ダ
イ
ヤ
の
原
石

た
ち
に

語
り
か
け
た

中
学
時
代
か

ら
一
緒
に
戦

て
き
た
県
選

抜
チ

ム
の
集
大
成
と
位
置

付
け
た
大
会
が
終
わ

た

ポープ 東京Ｖユース ＧＫチャン・デヒ
川 口 新潟ユース パク・ヨンジュン
岩 波 神 戸 カン・ユング
植 田 熊本・大津高 キム・ソンヒョン
佐 藤 名 古 屋 イ・フミン
矢 島 浦 和 ユ・スンウ
熊 谷 横 浜 Ｍ イ・グァンフン
野津田 広島ユース イ・ヒョンソン

アカデミー福島 キム・ミンジュン
久 保 京 都 ナ・ソンス
渡 北 九 州 キム・ジミン

ＳＨ２
５ＧＫ
３ＣＫ１
ＦＫ８

【
韓

国
】
４
・
４
・
２

【
日

本
】
４
・
４
・
２

▽
交
代
【
日
】
広
田
・
Ｆ
Ｃ
岐
阜
（
矢

島
）
小
野
瀬
・
横
浜
Ｆ
Ｃ（
渡
）
【
韓
】

チ

・
ジ

ン
ギ
（
キ
ム
・
ジ
ミ
ン
）

イ
・
ジ
ミ
ン
（
イ
・
グ

ン
フ
ン
）
ソ

ン
・
ボ
ン
ジ

（
ユ
・
ス
ン
ウ
）
イ
・

ミ

ン
ジ

（
ナ
・
ソ
ン
ス
）

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

前
半

韓
国
に
早
く
も
退
場
者

が
出
た
こ
と
で

Ｕ
｜

日
本
代
表
の

司
令
塔
熊
谷
は
「
逆
に
や
り
に
く
く
な

て
し
ま

た
」
と
い
う

自
陣
に
引

き
こ
も
る
相
手
の
ゴ

ル
を
最
後
ま
で

こ
じ
開
け
ら
れ
ず

勝
負
は
Ｐ
Ｋ
戦
へ

勝
つ
に
は
勝

た
が

ま
た
一
つ
課
題

を
突
き
付
け
ら
れ
た

１
人
少
な
く
な
り

カ
ウ
ン
タ

狙

い
を
鮮
明
に
し
た
韓
国
に
対
し

試
合

を
完
全
に
支
配
し
た

と
こ
ろ
が

チ

ム
の
武
器
だ

た
佐
藤
の
ク
ロ
ス
は

簡
単
に
は
ね
返
さ
れ

久
保
の
強
引
な

仕
掛
け
も
実
ら
な
い

ハ

フ
タ
イ
ム
に
吉
田
監
督
は
「
ボ

ル
を
幅
広
く
動
か
し

中
央
の
ス
ペ

ス
を
突
け
」
と
指
示
し
た

し
か
し

攻
撃
の
テ
ン
ポ
は
上
が
ら
な
い
ま
ま
時

間
が
過
ぎ

攻
撃
陣
の
フ
ラ
ス
ト
レ

シ

ン
は
た
ま
る
一
方
だ

た

初
戦
の
強
豪
ポ
ル
ト
ガ
ル
戦
は

リ

ズ
ム
良
く
パ
ス
を
つ
な
い
で
３
点
を
奪

た

し
か
し

そ
れ
は
「
相
手
が
前

に
出
て
き
て
く
れ
た
か
ら
」
（
熊
谷
）

と
い
う

引
い
た
相
手
を
ど
う
崩
す
か

Ｕ
｜

Ｗ
杯
出
場
権
が
懸
か

た

月

の
ア
ジ
ア
選
手
権
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
ま
で

時
間
は
限
ら
れ
て
い
る

「
今
大
会
は
す
べ
て
本
番
の
つ
も
り

で
戦

た
」
と
い
う
吉
田
監
督
は
「

間
で
勝
ち
き
る
強
さ
が
な
け
れ
ば

Ｕ
Ａ
Ｅ
で
は
苦
し
い
戦
い
に
な
る
」
と

括

若
い
選
手
の
経
験
の
乏
し
さ
を

指
摘
し

所
属
ク
ラ
ブ
で
の
定
位
置
奪

取
を
求
め
た

鏤鏤鏤鏤鏤鏤鏤鏤鏤鏤鏤鏤鏤鏤鏤鏤鏤鏤鏤鏤鏤鏤鏤鏤 似

事
事
事
事
事
事
事
事
事
事
事
事
事
事
事
事
事
事
事

《》

「」

Ｕ
｜
日
本
代

表（
８
）

０
０
｜
０

０
｜
０

０

Ｕ
｜
韓
国
代

表（
４
）

（
Ｐ
Ｋ
４
｜
３
）

【
評
】
日
本
は
最
後
ま

で
韓
国
の
堅
守
を
攻
略
で

き
ず

Ｐ
Ｋ
戦
で
辛
勝
し

た
韓
国
Ｄ
Ｆ
が
２
枚
目
の

警
告
で
退
場
し
た
前
半

以
降

一
方
的
に
ボ

ル
を
支
配

し
か
し
攻
撃

に
工
夫
が
乏
し
く

人

で
ゴ

ル
前
を
固
め
る
相

手
を
崩
し
き
れ
な
い

後

半
６

久
保
の
ボ
レ

は
ポ
ス
ト
に
嫌
わ
れ

の
波
状
攻
撃
も
体
を
投

げ
出
し
た
相
手
Ｄ
Ｆ
陣
が

ブ
ロ

ク

好
機
を
生
か

せ
な
か

た

Ｐ
Ｋ
戦
は
韓
国
の
３
人

目
を
止
め
た
Ｇ
Ｋ
ポ

プ

の
活
躍
が
光

た

日
本

組
織
的
に
成
長

Ｕ
｜

韓
国
代
表
ソ
・

ヒ

ウ

ン
監
督
の
話

（
退
場
者
を
出
す
）
厳
し

い
状
況
の
中

選
手
は
よ

く
戦

て
く
れ
た

所
属

チ

ム
の
事
情
も
あ
り

プ
ロ
選
手
は
３
人
し
か
来

て
い
な
い
が

こ
の
大
会

で
（
大
学
生
な
ど
）
他
の

選
手
の
潜
在
能
力
を
見
た

い
と
思

て
い
た

日
本

は
組
織
的
に
成
長
し
て
い

る

【
ポ
ル
ト
ガ
ル
】
４
・
３
・
３

牲 川 磐田ユース ＧＫヴァレーラ
清 水 商 高 ヴェナンシオ

西 村 清水ユース テイシェイラ
望 月 静岡学園高 マルティンス
三 田 清 水 東 高 メネーゼス
藤 崎 清水ユース バボ
黒 柳 カルヴァーリョ
渡辺隼 静岡学園高 ガルセス
梅 村 磐田ユース ディアス
渡辺吉 藤 枝 東 高 シルヴァ
加賀美 清水ユース アレイアス

６ＳＨ
７ＧＫ３
３ＣＫ４
ＦＫ７

【
静

岡
】
４
・
５
・
１

▽
交
代
【
静
】宮
村
・
磐
田
ユ

ス
（
藤

崎
）
佐
野
・
清
水
商
高
（
渡
辺
吉
）
中

野
・
磐
田
ユ

ス
（
黒
柳
）
白
井
・
藤

枝
東
高
（
梅
村
）
【
ポ
】
ロ

ザ
（
マ

ル
テ

ン
ス
）
ピ
ナ
（
デ

ア
ス
）
フ

レ
イ
タ
ス
（
カ
ル
ヴ

リ

）
ア
ル

ヴ

ス
（
ア
レ
イ
ア
ス
）
ロ
ド
リ
ゲ
ス

（
テ
イ
シ

イ
ラ
）

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

《》

「」

Ｕ
｜

ポ
ル
ト

ガ
ル
代

表（
６
）

３
０
｜
０

３
｜
０

０

静
岡
ユ

ス
（
０
）

▽
得
点
者
【
ポ
】
ピ
ナ
（
シ
ル

ヴ

）
ア
ル
ヴ

ス
（
な
し
）

メ
ネ

ゼ
ス
（
ア
ル
ヴ

ス
）

【
評
】
静
岡
は
個
の
力

の
差
を
埋
め
き
れ
ず

３

失
点
で
完
敗
し
た

力
と
速
さ
で
劣
り

中

盤
で
競
り
負
け
て
押
し
込

ま
れ
る
展
開
が
続
い
た

前
半
は
ゴ

ル
前
で
踏
ん

張

た
が

加
賀
美
が
２

度
の
カ
ウ
ン
タ

の
好
機

を
生
か
し
き
れ
ず

無
得

点
で
折
り
返
し
た

後
半
３

ダ
イ
ナ
ミ

ク
な
展
開
か
ら
先
取
点

を
奪
わ
れ
た

攻
撃
的
な

選
手
を
相
次
い
で
投
入
し

た
が

得
点
に
は
至
ら
ず

に
中
央
を
崩
さ
れ
失

点
し

終
了
間
際
に
も
Ｃ

Ｋ
か
ら
ダ
メ
押
し
点
を
決

め
ら
れ
た

○

Ｕ
｜

ポ
ル
ト
ガ

ル
代
表
は
後
半

力
の
差

を
見
せ
つ
け
た

圧
倒
的

な
ス
ピ

ド
と
パ
ワ

で

先
制
し
た

３

に
シ
ル

ヴ

が
右
サ
イ
ド
を
突

破

鋭
く
ゴ

ル
前
に
折

り
返
し

ピ
ナ
が
豪
快
に

蹴
り
こ
ん
だ

「
前
半
は

静
岡
ユ

ス
に
苦
し
め
ら

れ
た
が

後
半
は
私
た
ち

が
勝

て
い
た
」
と
ボ
ル

ジ

ス
監
督
は
話
し
た

来
年
の
Ｕ
｜

Ｗ
杯
出

場
を
決
め
た
欧
州
予
選
の

出
場
メ
ン
バ

は
４
人
だ

け

人
が
国
際
大
会
初

出
場
と
い
う
フ
レ

シ

な
チ

ム
だ
が

「
こ
の

中
か
ら
も
Ｕ
｜

Ｗ
杯
に

出
場
す
る
選
手
が
出
て
く

る
と
思
う
」
と
選
手
の
底

上
げ
を
示
し
た
指
揮
官
は

満
足
そ
う
だ

た

後
半
に
本
領
発
揮
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平成２４年（２０１２年）８月２０日（月曜日）付け静岡新聞スポーツ面より


